
　
　
　
　編

　集

　後

　記

　師
走
を
迎
え
、
今
年
一
年
を
振
り
返
っ
た
時
、
頭
の
中
に
思
い
浮
か
ん
だ
こ
と
ば
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
日
本
語

そ
の
も
の
が
多
文
化
で
あ
る
」、
も
う
一
つ
は
「
日
本
文
化
は
正
に
変
容
」、
い
ず
れ
も
自
身
の
耳
で
聞
い
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
聞
き
誤
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
前
者
は
、
八
月
に
行
わ
れ
た
都
留
国
際
文
学
祭
で
の

多
和
田
葉
子
氏
の
発
言
で
あ
る
。
多
和
田
氏
を
は
じ
め
、
複
数
の
言
語
で
の
創
作
活
動
を
続
け
る
詩
人
た
ち
に
よ
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
母
語
で
は
な
い
言
語
で
詩
を
書
く
こ
と
の
意
味
や
、
創
作
や
翻
訳
の
中
で
見
い
だ
さ
れ
る
日
本
語

の
特
性
な
ど
が
、
こ
と
ば
を
紡
ぎ
出
す
詩
人
な
ら
で
は
の
切
り
口
で
語
ら
れ
、
興
味
深
い
内
容
で
あ
っ
た
。「
多
言
語
、

ま
た
多
文
化
と
は
」
と
い
う
問
い
か
け
の
中
で
な
さ
れ
た
先
述
の
発
言
は
、
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

ま
た
後
者
は
、
本
学
科
客
員
教
授
（
今
年
度
後
期
に
就
任
）
の
冷
泉
為
人
氏
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
来
年
度
に
向
け
て
の

打
ち
合
わ
せ
の
中
で
、
日
本
文
化
が
い
か
に
多
様
な
も
の
を
柔
軟
に
取
り
込
み
、
形
を
変
え
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い

る
か
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。
伝
統
文
化
の
継
承
を
何
よ
り
も
身
近
な
と
こ
ろ
で
捉
え
て
い
る
氏
の
発
言
も
ま
た
、

多
和
田
氏
の
こ
と
ば
に
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。

　先
の
都
留
文
科
大
学
の
よ
う
に
、
日
本
語
・
日
本
文
学
研
究
に
お
け
る
越
境
や
国
際
化
と
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
ば

し
ば
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
の
か
、
様
々
な
可
能
性
が
あ
る
が
、

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
く
と
い
っ
た
現
状
で
あ
ろ
う
。
一
研
究
者
と
し
て
は
、
自
身
の
研
究
や
教
育
の
あ
り
方
、
意
義

を
改
め
て
問
い
直
す
と
共
に
、
土
台
と
な
る
研
究
の
進
展
を
図
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
。
こ
の
『
日
本
文
学
紀
要
』
で

は
、
古
典
文
学
四
編
、
近
代
文
学
五
編
、
全
九
編
の
研
究
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
新
旧
交
え
た
執
筆
陣
の
力

作
揃
い
で
、
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
現
役
教
員
か
ら
の
寄
稿
が
些
か
少
な
い
の

は
厳
し
い
現
状
を
映
し
出
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
成
果
が
、
本
学
な
ら
で
は
の
新
た
な
取
り
組
み

に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
最
後
に
、
こ
の
一
冊
の
形
に
ま
と
め
上
げ
る
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
編
集
室

の
方
々
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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Ｙ
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五
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-8533

☆
掲
載
論
文
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

太
田
鈴
子
（
お
お
た
　
れ
い
こ
）
特
任
教
授

▽
「
妻
・
母
を
演
じ
る
専
業
主
婦
│
村
上
春
樹
『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』

の
女
性
た
ち
│
」（「
学
苑
」
762
号
）（『
村
上
春
樹
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ 

2002-2004

』
所
収
　
若
草
書
房
）
▽
「
村
上
春
樹
作
品
に
お
け
る

音
楽
」（「
学
苑
」
865
号
）
▽
「
村
上
春
樹
の
初
期
作
品
に
お
け
る
無

常
│
「
八
月
の
庵
」
の
死
生
観
│
」（「
学
苑
」
867
号
）
▽
「
村
上
春

樹『
風
の
歌
を
聴
け
』論
│
内
面
を
語
る
ま
い
と
す
る
自
我
│
」（「
学

苑
」
879
号
）
▽
「
村
上
春
樹
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、

彼
の
巡
礼
の
年
』│
心
か
ら
誰
か
を
求
め
ら
れ
る
素
晴
し
さ
│
」（「
学

苑
」
893
号
）

烏
谷
知
子
（
か
ら
す
だ
に
　
と
も
こ
）
教
授

▽
『
上
代
文
学
の
伝
承
と
表
現
』（
お
う
ふ
う
）
▽
「
宇
遅
能
和
紀

郎
子
伝
承
の
考
察
―
第
四
二
番
歌
謡
・
第
五
一
番
歌
謡
を
中
心
に
―
」

（「
学
苑
」
915
号
）

久
下
裕
利
（
く
げ
　
ひ
ろ
と
し
）
名
誉
教
授

▽
『
平
安
後
期
物
語
の
研
究
』（
新
典
社
）
▽
『
変
容
す
る
物
語
』（
新

典
社
）
▽
『
狭
衣
物
語
の
人
物
と
方
法
』（
新
典
社
）
▽
『
源
氏
物

語
絵
巻
を
読
む
―
物
語
絵
の
視
界
』（
笠
間
書
院
）
▽
『
物
語
の
廻

廊
―
『
源
氏
物
語
』
か
ら
の
挑
発
』（
新
典
社
）
▽
『
王
朝
物
語
文

学
の
研
究
』（
武
蔵
野
書
院
）
▽
『
物
語
絵
・
歌
仙
絵
を
読
む
』（
武

蔵
野
書
院
）
▽
『
源
氏
物
語
の
記
憶
―
時
代
と
の
交
差
』（
武
蔵
野

書
院
）

齋
藤
　
彰
（
さ
い
と
う
　
あ
き
ら
）
名
誉
教
授

▽
『
徒
然
草
の
研
究
』（
風
間
書
房
）
▽
『
諷
増
抄
』（
新
典
社
）
▽

『
新
編
国
歌
大
観
』
三
・
七
・
十
巻
（
共
著
　
角
川
書
店
）
▽
『
大

歳
時
記
』（
共
著
　
集
英
社
）
▽
『
日
本
古
典
へ
の
誘
い
　
100
選
Ⅱ
』

（
共
著
　
東
京
書
籍
）

中
西
　
裕
（
な
か
に
し
　
ゆ
た
か
）
非
常
勤
講
師

▽
『
人
物
書
誌
索
引
　
二
〇
〇
八
―
二
〇
一
四
』（
編
　
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
）
▽
『
日
本
雑
誌
総
目
次
要
覧
　
二
〇
〇
四
―
二
〇
一
三
』

（
編
　
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
▽
「
口
語
歌
人
青
山
霞
村
の
伝
記
事

実
解
明
の
試
み
」（「
学
苑
」
898
号
）
▽
「
音
楽
を
聴
く
津
田
左
右
吉

―
「
音
楽
俗
話
」
周
辺
管
見
」（「
学
苑
」
865
号
）
▽
『
ホ
ー
ム
ズ
翻

訳
へ
の
道
―
延
原
謙
評
伝
』（
日
本
古
書
通
信
社
）

中
村
　
友
（
な
か
む
ら
　
と
も
）
元
非
常
勤
講
師
・
近
代
文
化
研
究
所

客
員
研
究
員

▽「「
出
奔
」小
考
―
葛
西
善
蔵
の
代
作
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
日
本

文
学
研
究
資
料
叢
書
』所
収
　
有
精
堂
）▽「
宇
野
浩
二
書
簡
二
通
」

（「
学
苑
」578
号
）▽「「
地
獄
変
」―
対
立
の
二
重
構
造
を
読
む
―
」（『
ア

プ
ロ
ー
チ
芥
川
龍
之
介
』所
収
　
明
治
書
院
）▽「
芥
川
龍
之
介
「
龍
」

の
周
辺
」（『
日
本
文
学
研
究
資
料
大
成
Ⅱ
』所
収
　
国
書
刊
行
会
）

▽「『
沈
黙
』の〈
あ
な
た
〉〈
あ
の
人
〉に
関
す
る
覚
え
書
き
」（『〈
新
し

い
作
品
論
〉へ
、〈
新
し
い
教
材
論
〉へ
5
』所
収
　
右
文
書
院
）

笛
木
美
佳
（
ふ
え
き
　
み
か
）
准
教
授

▽
「
遠
藤
周
作
「
深
い
河
」
論
―
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
「
燃
え
つ

き
た
人
間
」
の
受
容
に
つ
い
て
」（「
学
苑
」
915
号
）
▽
「
過
去
か
ら

現
代
へ
の
箴
言
―
遠
藤
周
作
「
わ
た
し
が
・
棄
て
た
・
女
」
の
今
日

性
―
」（「
学
苑
」
851
号
）
▽
「
遠
藤
周
作
『
深
い
河
』
論
―
「
玉
ね

ぎ
」
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
」（「
遠
藤
周
作
研
究
」
3
号
）
▽
「『
深

い
河
』
後
の
遠
藤
文
学
―
『
女
』
を
中
心
に
」（「
キ
リ
ス
ト
教
文
学

研
究
」
27
号
）
▽
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
円
環
―
森
田
ミ
ツ
を
め
ぐ
っ

て
―
」（
柘
植
光
彦
編
『
遠
藤
周
作
　
挑
発
す
る
作
家
』
所
収
　
至

文
堂
）

元
吉
　
進
（
も
と
よ
し
　
す
す
む
）
教
授

▽
『
源
氏
物
語
作
中
人
物
事
典
』（
共
編
　
東
京
堂
出
版
）
▽
『
源

氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
　
14
（
若
菜
上
　
後
半
）』（
共
編
　
至

文
堂
）
▽
『
源
氏
物
語
の
鑑
賞
と
基
礎
知
識
　
33
（
薄
雲
・
朝
顔
）』

（
共
編
　
至
文
堂
）
▽
「
更
級
日
記
の
「
ち
ち
ぶ
の
山
」
に
つ
い
て

―
父
と
娘
の
東
国
―
」（「
学
苑
」
891
号
）
▽
「『
更
級
日
記
』
の
「
お

き
な
が
と
い
ふ
人
」
を
め
ぐ
っ
て
―
孝
標
女
の
父
祖
意
識
―
」（「
学

苑
」
915
号
）

山
田
夏
樹
（
や
ま
だ
　
な
つ
き
）
専
任
講
師

▽
『
文
学
研
究
か
ら
現
代
日
本
の
批
評
を
考
え
る
―
批
評
・
小
説
・

ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
め
ぐ
っ
て
』（
共
著
　
ひ
つ
じ
書
房
）▽『〈
ヤ

ミ
市
〉
文
化
論
』（
共
著
　
ひ
つ
じ
書
房
）
▽
『
石
ノ
森
章
太
郎
論
』

（
青
弓
社
）
▽
『
ロ
ボ
ッ
ト
と
〈
日
本
〉
―
近
現
代
文
学
、
戦
後
マ

ン
ガ
に
お
け
る
人
工
的
身
体
の
表
象
分
析
』（
立
教
大
学
出
版
会
）

▽
「
三
島
由
紀
夫
「
鏡
子
の
家
」
に
お
け
る
現
在
性
―
「
時
代
の
壁
」

の
解
体
」（「
文
学
・
語
学
」
216
号
）

吉
田
昌
志
（
よ
し
だ
　
ま
さ
し
）
教
授

▽
『
泉
鏡
花
〝
美
と
永
遠
〞
の
探
究
者
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
）

▽
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
・
泉
鏡
花
集
』（
共
編
著
　
岩

波
書
店
）
▽
『
新
編
泉
鏡
花
集
』（
共
編
著
　
岩
波
書
店
）
▽
『
鏡

花
随
筆
集
』（
編
著
　
岩
波
文
庫
）
▽
『
泉
鏡
花
素
描
』（
和
泉
書
院
）

執
筆
者
紹
介

（
五
十
音
順
）


